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私たちがこの研究課題にした理由は私達中年世代にとって大事な問
題で、日本とアメリカの大学生はこの問題をどのように認識しているの
か、またどのように対処していこうと思っているのかを調べたかったか
らです。

研究の重要性
• 高齢化社会の問題は私達中年世代にとって懸念されてる事からで、問題の深
刻性を調査するためにこの話題を選んだ。

• 日米両国がどのように問題を扱っているのか、そして今後どうするのかを知り
たい。

• この問題が日米両国で深刻になっているのを人々がどれほど認識しているの
か、についても調査してみたい。

• 特に大学生は、この問題について認識がないのではないか、またこれからの
人生において準備ができているのかどうかを知りたい。



これが私達の研究質問です。１、高齢化社会の貧困について日
米の大学生はどのような意見を持っているのか、２、高齢化社会
の長期的な医療について日米の大学生はどのように認識してい
るか、の以上です。

研究質問

1. 高齢化社会の貧困について日米の大学生はどのような
意見を持っているのか。

2. 高齢化社会の長期的な医療について日米の大学生は
どのように認識しているのか。



これが研究背景の概要です。

研究背景
• 国家平均寿命

• 国家平均的出生

• 高齢化社会

• 貧困率と割合

• 年金と貯金

• 長期的医療の種類

• 長期的医療の価格

• 長期的医療問題

• 高齢化社会への対策



では、まず、日本とアメリカの国家平均寿命について話します。このグ

ラフからもわかるように両国の平均寿命の上昇は、高齢化社会を引き

起こしています。日本の方が平均寿命がアメリカより高いことがわかり

ます。この高齢化社会の理由は

国家平均寿命（ 年）

● 両国の平均寿命の上昇は、高齢化社会をを引き起こしている

日本
● 歳
● 男性 歳
● 女性 歳

アメリカ
● 歳
● 男性 歳
● 女性 歳

　　

年齢



この日本とアメリカの平均出生率の図からもわかるように日本の出生
率の著しい低下がわかります。前のスライドで示した平均寿命の上昇
とあわせると日本での高齢化社会が進んでいることがわかります。

国家平均的出生率（ ）
子供の数 子供の数

● 平均余命の上昇と出生率の低下を組み合わせることで、高齢化社会が進んでいる
● 高齢化社会の進展は、出生および不妊率と関連している

(The World Bank) 

1000人あたりの出生率 女性一人当たり出生率



高齢化社会

● 高齢者を支える若い人たちが減少している
● 社会健康保険、ケアプログラム、年金や公的支援が影響を受けている

６５歳以上の人口の割合（２０１５年）

この図で６５才以上の人口の割合が日本では著しく増えていることが

わかります。増え続ける高齢者を支える若い人たちの人数が少なくな

るため、社会健康保険、ケアプログラム、年金や公的支援が影響を受

けています。



貧困率と割合

日本 アメリカ

貧困率

貧困線年間 ￥
(厚生労働省 2014, 2015)

￥

日本 アメリカ

ではここで貧困について触れたいと思います。この図を見ると、１８才

から６４才までの人たちの貧困が両国とも一番多いですが、６５才以上

の人たちの貧困はアメリカの 9.7％にくらべて日本はその二倍の 18％
の人が貧困であることがわかります。



年金と貯金

日本 アメリカ

● 年の国民年金は毎月に分ると￥ 　　　　
日本年金機構

●平均生活費は毎月、￥

●一人当たり、平均的な貯蓄貯金の必要性
は￥ 　　　　　　 大沼

● 平均社会保障金額は、毎月￥ 　　　

● 平均生活費は毎月、￥ 　　　　　　　　

● 労働者が必要な貯蓄額は￥ 　　　　　　　　　　　　　　

● 両国の年金・退職金は生活に必要な金額の半分に過ぎない。従って、貯蓄預金を持つこと
が重要である。

では年金と貯金についてみてましょう。この表からアメリカでも日本でも

年金や退職金が生活に必要な金額の半分にも満たしていないことが

わかります。従って、いかに貯蓄額を増やすかが大事になってきます。



長期的医療の種類

● 両国で提供される基本タイプ
○ デイケアサービス
○ 在宅介護
○ 援助生活
○ 介護施設
○ ホスピスケア

セコム

在宅介護 介護施設

高齢化社会の増加により長期的な医療の種類も色々あります。日本と

アメリカの長期医療の種類はとても似ています。例えばデイケアサービ

ス、在宅介護、援助生活、介護施設、ホスピスケア等があります。



長期的な医療経費

• 公的 私的保険個人年金と貯蓄の組み合わせによる支払い

• 日本：国の看護保険プログラム
• アメリカ メディケア メディケイドと個人介護保険

日本 アメリカ

自宅ケア 月 ￥ ￥ 月 ￥

介護施設 月：￥ ￥
みんなの介護

月 ￥ ￥

長期的な医療の経費は日本の方がアメリカより格段と安いことがわか

ります。



長期的な医療に関する問題

日本 アメリカ

● 介護士の不足
● 移民は必要だが、選択肢としてはない　　　　　　　
● 施設が空いていない場合、家族が介護し

なければならない
● 介護の責任は、若者が結婚する時期を遅

らせる

● メディケア メディケイドは、長期ケア費用の
わずか ％のみを負担する

● 歳以上の人の ％のみが個人長期介
護保険を持っている

● 手頃な価格の長期的なケアの不足はアメ
リカの家族にとって大きな課題である

長期的な医療に関する問題はそれぞれの国によってことなります。日

本では、介護士や施設の不足等のため、家族が介護しなければいけ

ない状況が多く、介護のため婚期を逃す人もたくさんいます。アメリカ

では、メディケア /メディケイドは長期介護の費用の 52％のみが負担さ

れます。また、65歳以上の人の16％の人たちが個人の長期介護保険

を持っているなど、長期的医療にはあまり対処されていないことがわか

ります。そのため家族の大きな負担となります。



高齢化社会の対策
日本 アメリカ

● 推奨すること
○ 退職後のための貯蓄

○ 自立した生活と予防ケア

○ 医療現場の労働力に移民を受け入れ
る

○ 年金の支払いの参加
○ 退職後のパートタイム労働の推進

● 高齢者をケアするためのロボット開発の紹
介

● 推奨すること
○ 退職後のための財政計画と貯金

○ コストの削減介護施設ではなくホーム
ケア

○ 退職後のパートタイム労働の推進

● 州または国の介護保険制度の開発

大沼恵美子

日本でもアメリカでも高齢化社会への様々な対策が考えられていま

す。両国とも退職後のための貯蓄や、退職後も働ける環境作り等で

す。日本では高齢者の介助のためのロボット開発等が行われていま

す。



それではここで私達がおこなったアンケート調査の結果について

お話します。アンケートに参加した学生は日本人 30名、アメリカ

人29名、合計59名です。オンラインでアンケート調査を行いまし

た。

研究方法
● 調査の対象

○ 大学生５９名

■ 日本人の大学生３０名

● 女性２５名、男性5名
■ アメリカ人の大学生２９名

● 女性16名、男性12名、その他１名

● 調査方法
○ オンラインでのアンケート調査（Googleフォーム）

■ 英語でのアンケート

■ 日本語でのアンケート

https://goo.gl/forms/M7aMIrcmN1gfh9BG3
https://goo.gl/forms/M7aMIrcmN1gfh9BG3
https://goo.gl/forms/M7aMIrcmN1gfh9BG3
https://goo.gl/forms/lDdeA2jZRV0bGZx72
https://goo.gl/forms/lDdeA2jZRV0bGZx72
https://goo.gl/forms/lDdeA2jZRV0bGZx72


研究結果１

質問：
高齢化社会の貧困について日米の大学生はどのよう
な意見を持っているのか。

まず研究質問　１「高齢化社会の貧困について日米の大学生はどのよ

うな意見を持っているのか。」に関する結果について発表します。



「あなたは高齢者の貧困問題がどの程度深刻だと思いますか。」

日本の大学生の大多数と過半数のアメリカ人は、高齢者の貧困問題が深刻だと考え
ている

日本 アメリカ

あなたは高齢者の貧困問題がどの程度深刻だと思いますかという質
問に対して、日本の学生の大多数とアメリカの学生の過半数は深刻な
問題だと考えています。



「退職した後、余裕のある生活をする為にいくら貯金すれば良いか心配していま
すか。」

日本の学生の が「とても心配している」「ある程度心配している」と答えている一方、
アメリカの学生の で、日本の学生の方が心配している。

日本 アメリカ

退職した後、余裕のある生活をする為にいくら貯金すれば良いか心配
していますかという質問に対して、 7０％以上の日本の学生が心配して
いると答えましたがアメリカでは５８％にとどまっています。



「多くのお年寄りが貧困に苦しむ最も大きな理由は何だと思いますか。」

日本の学生の約 ％が低年金が貧困の原因であると考えているが、アメリカの学生の
％は財政計画の欠如だと考えている。

日本 アメリカ

多くのお年寄りが貧困に苦しむ最も大きな理由に関しては、日本の学
生の約60％が低年金が貧困の原因であると考えています。アメリカの
学生の場合はもっと様々な理由にわかれていますが、一番多い答え
は35％の「経済的計画が足りない」でした。



「高齢化社会における貧困の影響を解決するためには労働力のための外国移民
を増加させる」

日本の学生の ％は解決策として移民の増加に同意しない一方、アメリカの学生の
が「どちらともいえない」と答えた。

日本 アメリカ

高齢化社会における貧困の影響を解決するためには労働力となる外
国移民を増やしてはどうかという点に関しては日本の学生の５０％が
同意していません。アメリカの学生の２５ %が同意しませんでしたが、
４３％の学生は「どちらともいえない」と選びました。



「高齢化社会における貧困の影響を解決するためには家族一人あたりの子ども
の数をふやす」

日本の学生の約 ％はこの意見に同意し、同じ割合のアメリカの学生は逆に同意しな
かった。

日本 アメリカ

高齢化社会における貧困の影響を解決するためには家族一人あたり
の子どもの数をふやしてはどうかという案には、 ％の日本人の学生
は同意していますがアメリカの学生の は同意していません。



「高齢化社会における貧困の影響を解決するためには高齢者向けのアルバイトを
促進する」

日本人とアメリカ人の学生のほぼ６０％が高齢者のアルバイトを増やす事に同意し
た。

日本 アメリカ

高齢化社会における貧困の影響を解決するためには高齢者のための
アルバイトを促進してはどうかという案には、日米の学生の過半数以
上がいい考えだとしています。



「高齢化社会に対する貧困の問題は、私が 歳になる前に解決される。」

日本人とアメリカ人の学生の 割以上が高齢者の貧困の問題はおそらく解決
されないと答えた。

日本 アメリカ

高齢化社会に対する貧困の問題は、私が 65歳になる前に解決されか
どうかに関しては、日米の学生の 8割以上が解決されないと答えまし
た。



それでは、ここで研究質問１の結果のまとめをします。

日本の学生もアメリカのの学生も高齢者の貧困が深刻な問題だ
という認識を持っていることがわかりました。長期介護には多くの経費
がかかりますが増え続ける高齢者の貧困の問題とも重なり、日本の学
生は年金が少ないことが大きな原因だと考えています。一方アメリカの
学生は老後に備えての経済的計画が十分ではないことをあげました。
両国の学生は自分達が６５歳以上になってもこの高齢者の貧困問題
は解決されないと思っています。

研究質問１の結果のまとめ

● 日米の学生共に高齢者の貧困が深刻な問題になっている事に同意してい
る。

● 高齢者の貧困問題に関しては、日本人の学生は老齢年金が少ないことが
原因だと答えたが、アメリカ人の学生は老後に備えての経済的な計画が
十分ではないことが原因だと答えた。

● 日米の学生共に、ある程度、退職後のための貯金に対して不安を感じて
いることがわかった。

● 日本人とアメリカ人の学生の約８割が、自分達が 歳になった時に高齢者
の貧困は解決されていないだろうと否定的に考えている。



研究結果２

質問：

高齢化社会の長期的な医療についての日米の大学
生の見解はなにか。

それでは、次に研究質問２、高齢化社会の長期的な医療についての
日米の大学生の見解はなにかに関する結果を発表します。



老齢人口の増加は、私が将来受けることができる政府年金の額に影
響を及ぼすという考えに対しては、日本の学生のほとんどが影響が出
ると答えた一方、アメリカの学生は日本の学生の半数だけにとどまって
います。

「老齢人口の増加は、私が将来受けることができる政府年金の
額に影響を及ぼす。」

日本の学生の約 ％は、高齢化が年金に影響を与えると考え、アメリカの学生
の半数以上は何の意見も持っていない。

日本 アメリカ



老後は、私の子供や家族が私の世話をするべきだと思うという事に関
しては、アメリカの約４５％の学生は、老後は家族に世話をしてもらえ
ると考えており、それは驚くことに、日本人の約二倍という結果がでま
した。

「老後は、私の子供や家族が私の世話をするべきだと思う。」

アメリカの約４５％の学生は、老後は家族に世話をしてもらえると考えており、日
本人の約二倍である。

日本 アメリカ



高齢になった私の両親が生活する最良の場所は関して、日本の学生
の約8割は、家族と一緒に暮らしたほうがいいと考えているのに対し、
アメリカの場合は５割弱にとどまっています。

「高齢になった私の両親が生活する最良の場所は＿＿＿。」

日本の学生の約 ％は、高齢の両親が家族と一緒に暮らすべきだと考えている。
アメリカの学生の約半数も同じ意見だが、約 ％が援助生活が良い選択だと思っ
ている。

日本 アメリカ



高齢者の家族の世話をすることに関しては、どちらの学生も大切だと
考えています。

「高齢者の家族の世話をすることは＿＿＿＿＿。」

９割の日本人の学生と８割のアメリカの学生が大切だと思っている。

日本 アメリカ



私の老後に、家族が私の世話をしなければならない状況になったら、
私はどうするかという質問に対しては、日本の学生の約半数が家族が
世話をしてくれれば嬉しく思うと考えている一方、  アメリカの学生は家
族の助けに関しては２８％にとどまり３５％の学生が助けは受け入れた
いが独立して生きたいという考えを持っていることが分かりました。　　

「私の老後に、家族が私の世話をしなければならない状
況になったら、私は 」

日本の学生の５割が家族が自分の世話をしてくれれば嬉しく思っている。アメリ
カの学生３割が家族からの世話を希望しているが３割以上の学生ができるだけ
独立して生きていきたいと考えている。

日本 アメリカ



それでは、ここで研究質問２の調査結果をまとめます。日本の学生は
アメリカの学生より、将来年金だけでは老後の生活、特に長期介護に
は不十分だと思っています。またどちらの国の学生も、高齢になった家
族の世話をすることは大切だと感じていることがわかりました。
日本人の学生は、老後に世話をしてもらうことは期待してはいません
が、老後を過ごす最良の場所は家族とすごすことだと考えています。ま
た日本の学生の方がアメリカの学生より多少自分の老後の介護を家
族にしてもらいたいと思っていますが、アメリカの学生は家族の世話に
なることよりできるだけ独立して生きていきたいと考えていることがわ
かりました。

研究質問２の結果のまとめ

● 日本の学生はアメリカの学生より、将来年金だけでは老後の生活、特に長期介
護には不十分であると思っている。

● どちらの国の学生も、高齢になった家族の世話をすることは大切だと感じてい
る。

● 日本人の学生は、老後に世話をしてもらうことは期待していないが、老後を過ご
す最良の場所は家族とすごすことだ考えている。

● 日本の学生の方がアメリカの学生より多少自分の老後の介護を家族にしてもら
いたいと思っているが、アメリカの学生は家族の世話になることよりできるだけ
独立して生きていきたいと考えている。



この研究から次のことがわかりました。
まず日本とアメリカの学生の同意している事項は、高齢者の貧
困問題は深刻であること、自分達が 65歳になるまでに、高齢者
の貧困の問題はおそらく解決されないこと、そして高齢者の世話
をする事は大切であるという点です。その対策として高齢者も働
ける環境をつくることが大事だとしているとこ、そして、両国の学
生は定年後はできるだけ家族に頼らず自立した生活をしたいと
望んでいるが、それができなくなった際は家族の世話になりたい
と思っていることです。
異なっている事項に関しては高齢者の貧困の原因は日本の大
学生は年金の額の低さだとしていますが、アメリカの学生は老後
に備えての財政計画の欠如と考えていること、高齢化社会の問
題への対策として、日本の大学生は家族一人あたりの子どもの
数を増やすことをあげていることです。

さらに、日本の学生は、定年後に家族に世話をしてもらえるとは
期待していないが、自分の高齢の両親が家族と一緒に暮らすべ
きだと考えています。一方、アメリカ人は家族に世話をしてもらえ
ると思っているが、なるべく独立した生活をしたいことが分かりま

結論
● 日本とアメリカの大学生の同意点

○ 高齢者の貧困問題は深刻である。

○ 自分達が 歳になるまでに、高齢者の貧困の問題はおそらく解決されない。

○ 高齢者の世話をする事は大切である。

○ ６割が高齢者が働ける環境を作る

○ 両国の学生は定年後はできるだけ家族に頼らず自立した生活をしたいと望んでい

るが、それができなくなった際は家族の世話になりたい

● 日本人とアメリカ人の大学生の意見がの相違点

○ 高齢者の貧困の原因は日本人の大学生は年金額の低さだと思っているが、アメリ

カ人は財政計画の欠如と考えている。

○ 高齢化社会の問題への対策に対して、日本人の大学生は家族一人あたりの子ど

もの数を増やすこと



した。
その結果によると、日本とアメリカの文化と社会が違うことが分かりま
した。つまり、日本のグループ社会とアメリカの個人主義の社会の違い
は、日本人とアメリカ人の大学生の答えに影響していると言えるかもし
れません。
最後に、私達が最初に述べた仮説は、高齢化社会の問題について日
米の大学生は全く考えていないと思っていたが、調査結果によると、こ
の問題に対して深く考えていることが分かりました。



結論　（続き）

● 高齢化社会への見解はそれぞれの国の文化、価値観を反映している。日本

はグループ社会で社会としての責任があるという見方である一方アメリカは

個人主義を重視しているため老後の対策は個人の責任として計画しなけれ

ばならないとの認識がある。

● この研究を始める前に私達は両国の学生は高齢化社会の問題については

あまり考えていないと推測していたが、この研究結果は学生は高齢化社会

に向けて深刻に考えていることがわかった。対策は国により異なるが如何に

個人が将来に向けて計画をしなければいけないことが重要かがわかった。

この研究を通して私達が学んだことは高齢化社会への見解はそれぞれの国の文化、価
値観を反映しているということでｓ。日本はグループ社会で社会としての責任があるという
見方である一方アメリカは個人主義を重視しているため老後の対策は個人の責任として
計画しなければならないとの認識があります。この研究を始める前に私達は両国の学生
は高齢化社会の問題についてはあまり考えていないと推測していましたたが、この研究
結果は両国の学生とも高齢化社会に向けて深刻に考えていることがわかりました。対策
は国により異なりますが如何に個人が将来に向けて計画をしなければいけないことが重
要かがわかりました。



● 研究の限界点
○ このサーベイに参加した学生数は少なかったのでこの結果は一般化す

ることはできない。
○ アメリカでの調査は、カリフォルニア州立大学モントレーベイ校の学生に

限かぎられており、他の大学の学生の意見を反映していない。

研究の限界点と将来の研究課題

● 将来の研究課題
○ 今後の調査では両国の学生が卒業後、アンケート調査を行い、彼らの意

見がどのように変化するのかを調べたい。
○ 現在の日本人とアメリカ人はどのぐらい貯金を溜めているか、又貯金した

いと考えているかも調査したい。

この研究における限界点はこの研究に参加した学生数が少なかった
ため、この結果は一般化することはできません。またこの研究に参加し
たアメリカの学生はカリフォルニア州立大学モントレーベイ校の学生だ
けなので、他の大学の学生の意見は反映していません。
将来の研究課題については、大学生が卒業した後アンケート調査を
行って、どのように意見が変わるのかを知りたいです。また。今日本人
とアメリカ人はどのぐらい貯金を溜めているか、又貯金したいと考えて
いるかも調べたいです。



これは私たちが使用した参考文献です。

参考文献



参考文献



参考文献

日本年金機構



参考文献



参考文献

福一由紀 年 年金受給額、平均でいくら？平成 年度

高齢者の２５％が貧困状態　年収１６０万円以下、５年で１６０万人増 年 東京新聞

（ ）

武石嘉子 年 介護保険で利用できる介護サービスの種類セコム

老後のお金・年金 （ 年） みんなの介護

大沼恵美子 （ 年） 老後のための貯蓄額、いくら必要？



参考文献

厚生労働省 子どもの貧困対策の推進に関する法律 平成 年 月 日施

行

厚生労働省 全国消費実態調査と国民生活基礎調査の概要 平成 年 月

日

セコム 介護保険で利用できる介護サービスの種類 安心介護のスス

メ

https://www.census.gov/library/publications/2016/demo/p60-256.html
https://www.census.gov/library/publications/2016/demo/p60-256.html
https://www2.census.gov/programs-surveys/cps/tables/time-series/historical-poverty-people/hstpov1.xls
https://www2.census.gov/programs-surveys/cps/tables/time-series/historical-poverty-people/hstpov1.xls
https://www2.census.gov/programs-surveys/cps/tables/time-series/historical-poverty-people/hstpov1.xls
https://www2.census.gov/programs-surveys/cps/tables/time-series/historical-poverty-people/hstpov15.xls
https://www2.census.gov/programs-surveys/cps/tables/time-series/historical-poverty-people/hstpov15.xls
https://www2.census.gov/programs-surveys/cps/tables/time-series/historical-poverty-people/hstpov15.xls
http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11900000-Koyoukintoujidoukateikyoku/0000083805.pdf
http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11900000-Koyoukintoujidoukateikyoku/0000083805.pdf
http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11900000-Koyoukintoujidoukateikyoku/0000083805.pdf
http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/soshiki/toukei/dl/tp151218-01_1.pdf
https://www.secom.co.jp/kaigo/basic/20161101.html


参考文献
福一由紀 年 月 日 気になる年金受給額。平均いくらもらえる？

日本年金機構 （ 年 月 日）年金の受給（老齢年金）

老人ホーム・介護施設の費用・料金 みんなの介護

https://allabout.co.jp/gm/gc/461640/
https://allabout.co.jp/gm/gc/461640/
http://www.nenkin.go.jp/service/jukyu/roureinenkin/jukyu-yoken/20150401-01.html
http://www.nenkin.go.jp/service/jukyu/roureinenkin/jukyu-yoken/20150401-01.html
http://www.minnanokaigo.com/guide/cost/
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